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神 戸 老 眼 大 学 会 会 則 

第 1 章   総    則 
（名称・事務室） 
第１条 本会は、神戸老眼大学会と称し、事務室を神戸市中央区吾妻通４丁目１－６

神戸市生涯学習支援センター内の高齢者学習センター事務室に置く。 
（会員及び組織） 
第２条 本会は神戸市老眼大学に在学中の者及び修了者並びに未修了者で、本会設立

の趣旨目的に賛同するもの、及び、６０歳以上の神戸市民で役員または、サ

ークル部長が推薦したものを会員とする。 
事務室には本部を設け、事務局、企画部、広報部、経理部、婦人部及び３区

を統合した単位のブロック、各区並びにサークル部に理事を置く。 
第２章   目的及び事業 

（目    的） 
第３条 本会は、会員相互の親睦を図るとともに時代にふさわしい教養を身につけた

能力を再開発して社会活動に参加し、生きがいを創造するのを目的とする。 
（事    業） 
第４条 本会は、前条の目的を達成するため、下記の事業を行う。 

１．講演会 ２．社会見学  ３．教養講座  ４．祝賀会・記念会・文化 

祭・例会  ５．旅行 ６．サークル活動 ７．会員の慶弔 ８．その他目的

達成のための必要な事業。 
第３章       役員及び委員 

（役員の構成） 
第５条 本会には、次の役員を置く。 

会長、副会長、事務局長、企画部長、広報部長、経理部長、婦人部長、監事、

各部次長及び部員（以上を本部役員という）並びにブロック長、各区理事及

びサークル理事とする。 
（委員の構成） 
第６条 本会には、次の委員を置く。 

サークル部長、サークル部副部長、編集委員とする。 
（役員の選出） 
第７条 役員は、次により選出する。 

１．会長は、改選前の役員会において、会員の中から推薦し、総会の承認を 
受ける。 

２．副会長及び事務局長以下の本部役員は、会長が推薦し、役員会において 
承認を求めて決定し、総会に報告する。 

３．理事は、ブロック長及び区理事並びにサークル理事とする。 
（１）区理事は、各区会員の中から推薦により選出し、選任された理事の推

薦により代表理事を決定し、役員会において承認を求め、総会に報告

する。 
    （２）サークル理事は、サークル部員の中から推薦により理事を選任し、選 
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          任された理事の推薦により代表サークル理事を決定し、役員会におい 
  て承認を求め、総会に報告する。 
 （３）ブロック長は、３区の代表理事の互選により１名を決定し、定数

は３名とする。      
 ブロックの名称及びブロックの所属区は以下のとおりとする。 
 神戸東ブロック：東灘区、灘区、中央区    
 神戸中ブロック：兵庫区、北区、長田区    
    神戸西ブロック；須磨区、垂水区、西区    

 ブロック理事は、各区の理事が兼務する。    
４．理事の定数は、区理事及びサークル理事ともに３名以内とする。 

ただし、会長の承認を得て増減することができる。 
５．改選後の補充人事については、会長が推薦し、役員会において承認を求 

めて決定する。 
（委員の選出） 
第８条 委員は、次により選出する。 

１．サークル部長は、各部サークル部員の中から選出し、副部長は、部長の 
推薦により決定し、役員会に報告する。 

２．副部長の定数は、各部２名以内とする。但し、会長の承認を得て増減する 
ことができる。 

３．編集委員は、広報部長が会長と協議のうえ決定する。 
改選後の補充人事については、サークル部長の推薦により決定し、役員

会に報告する。 
（役員の職務） 
第９条 役員の職務は、次のとおりとする。  

１．会長は、本会を代表し、会務を総括する。 
２．副会長は、会長を補佐し、会長事故ある時はその職務を代行する。 
３．事務局長は、会長、副会長を補佐し、本会運営全般にわたり処理する。 
４．企画部長は、事務局長を補佐し本会の運営にあたり立案及び役員会の 

決議に基づき諸事務に従事し、総会で決議した事項を処理する。 
５．広報部長は、事務局長を補佐し、機関紙及び会員名簿の編集並びにその 

他の広報業務を処理する。各サークル部の行う事業の連絡調整にあたる。 
６．経理部長は、事務局長を補佐し、本会の会計事務を処理する。 
７．婦人部長は、事務局長を補佐し、女性会員の意見を集約して、本会の運

営に協力する。 
８．監事は、総べての監査にあたる。 
９．各部次長及び部員は、部長の指示を受け本会の運営に協力する。 

部長に事故ある時は、次長がその職務を代行する。 
   10．ブロック長は、本部役員と兼務し。本部役員会への出席、施策の提言、意

見等具申並びに本部業務の支援を行う。     
11．区理事、ブロック理事は、自区会員及びブロック内会員を把握し、入会

退会などの事務を処理し、本会の必要事項等を本部に報告し、本会の運

営にあたる。     
12．サークル理事は、各項により本会の運営にあたる。 
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  (１）サークル理事は、区理事と同等の役員として､区理事と協同で本会の 
運営にあたる。 

(２）各サークル部を把握して、サークル活動の発展のため本部に協力す 
る。  

     (３）各種行事等は、本部及び区理事と協力して活動をする。 
    13. 部外団体・企業等から業務を依頼された場合は、本会及び役員等で運営

業務にあたる。   
（委員の職務） 
第１０条 委員の職務は、次のとおりとする。 

１．サークル部長及び副部長は、自部会員を把握し、部員の異動等を本部に

報告し、年２回会計監査を受けるものとする。及び、行事計画などを本

部に報告し、本会の運営に協力する。 
２．編集委員は、広報部長の指示により、機関紙の発行及び会員名簿等の編

集等に協力する。 
（役員及び委員の任期） 
第１１条 役員及び委員の任期は、２か年とする。ただし再選は妨げない。補欠（含

む増員）による役員及び委員の任期は、前任者の在任期間とする。改選は、

任期満了の１５日前までに行い、後任者が就任するまで、なおその職務を

行う。 
（役員及び委員の辞任） 
第１２条 役員及び委員が辞任を望むときは、会長の承認を受け、役員会に報告する。 

第４章 顧問、相談役、名誉会員 
（顧問、相談役、名誉会員） 
第１３条 本会には、顧問及び相談役並びに名誉会員を若干名置くことができる。 

１．顧問は、役員会で推薦し、会長が委嘱する。 
２．相談役は、会長又は、副会長の経験者から会長が推薦し、役員会の承認を 

受けて決定する。 
３．名誉会員は、役員として５期以上にわたり、精励した会員を会長が推薦 

し、役員会の承認を受けて決定する。 
第５章 会    議 

（会議の種類） 
第１４条 本会の会議は、総会、定例役員会、本部役員会、代表理事会議、サークル

委員会議、役員・委員合同会議、編集会議とする。 
（総   会） 
第１５条  

１．定時総会は、年１回会計年度終了後２か月以内に開催し、会員現在数の

３分の１（委任状を含む）の出席をもって成立する。 
２．定時総会においては、次の事項を提出し、その承認を受けなければなら 

ない。事業報告と収支会計報告・事業計画と収支予算・会長の選任・会

則の改正・その他役員会で必要と認めた事項。 
３．臨時総会は、会長が緊急必要と認めたときは、役員会に諮り開催する。 

ただし、全会員の３分の１以上の要請があったときは、総会を開かなけ 
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ればならない。 
４．総会の議長は、会長とする。 
５．総会の決議は、出席人員の過半数の賛成をもって決定する。  
    なお、書面による総会の決議は、誌面決議書の過半数の賛成をもって決 
  定する。    
６．総会の議題は、役員会の決議を得なければならない。 

（定例役員会及び本部役員会） 
第１６条 定例役員会及び本部役員会は、毎月１回開催することを原則とする。 

１．本部役員会では、定例役員会の議題及び報告事項について審議する。 
２．定例役員会では、総会提出議題及び役員、委員の人事等その他本会 

運営上必要な事項を審議し、決定する。 
３．定例役員会の成立は、１０分の６以上の出席を要し、過半数の 

賛成をもって決定し、賛否同数の時は、会長が決定する。 
４．定例役員会及び本部役員会の議長は、会長とする。 

（その他の会議） 
第１７条 代表理事会議、サークル委員会議、役員・委員合同会議は、各会議ごとの

議案が発生したとき、または、会長が必要と認めたときに開催する。 
なお、編集会議は、広報部長の要請により、会長が開催する。 

第６章 会    計 
（経   費） 
第１８条 本会の経費は、会費及びその他の収入をもってあてる。 
（会計年度） 
第１９条 会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 
（通常会費） 
第２０条 通常会費の徴収は、次による。 

１．通常会費（通信費を含む）は、年額４，５００円とし、３月３１日までに

前納することを原則とする。 
２．在籍３年以上の会員が当該年度中に、満９０歳に達した時は、以後 

の会費を免除する。 
３．既納した会費は、返納しない。 

（臨時会費） 
第２１条 新年祝賀会等には、参加者より臨時会費を徴収することができる。 
（会員への通知） 
第２２条 会員への連絡は、はがき又は封書並びにはがき等に変わる代替え手段によ

り通知する。 
第７章 賞    罰 

（褒   章） 
第２３条 会員で、次に該当するときは、役員会の決議を経て、感謝状を贈呈するこ

とができる。 
１．入会後、１０年以上にわたり功績のあった会員。 
２．特別に立派な功績を挙げた会員 
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（解任・除名） 
第２４条 会員としてふさわしくない行為があったときは、役員会の決議により、当

該本人を解任、または、除名することができる。             
第 8 章 個人情報保護の取扱い 

（個人情報保護）   
第２５条 １．個人情報保護の取扱いは、別に定める「個人情報保護の基本方針」に 

基づき遵守し運営をする。  
 ２．個人情報保護の方針は、役員会の決議を経て改正することが出来る。 

第９章 そ の 他 
（創   立） 
第２６条 本会は、昭和３６年１０月５日に発足した。 
（会則の改正） 
第２７条 本会の会則は、会長が役員会に諮り、総会の決議を経て改正することが 

できる。 
（細   則） 
第２８条 本会の細則は、役員会の決議を経て別に定める。 
 
付則 この改正は、2024 年 5 月 17 日に改正適用する。 

但し、第 20 条の会費改定の適用は、2025 年 1 月からの 2025 年度分会費徴収

から適用する。なお、2025 年 3 月 31 日までの入会者は従前の 2024 年度会費

3,500 円を適用する。 
昭和３６年１０月５日 制定 
昭和４５年５月１４日 改正 
昭和４９年５月１６日 改正 
平成 ９年５月２３日 改正 
平成１３年５月２３日 改正 
平成２０年５月２５日 改正 
平成２７年５月１５日 改正 
令和３年５月２５日 改正 
令和３年１１月１６日に改正し、同年１２月１日から適用する。 


